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1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

大気圧非平衡放電プラズマは，プラズマ中の

基礎特性が明確でないために，産業応用が難し

い現状である。そこで，プラズマ中の特性を簡

易的で明確にする方法が求められている。 

本研究では，プラズマ中のラジカル生成状態

を水溶性有機溶媒により，染料の化学反応から

簡易的且つ，視覚的にも明確に確認することを

主な目的として，プラズマ中のラジカル生成状

態を検討した結果について報告する。 

2. 実験装置及び方法実験装置及び方法実験装置及び方法実験装置及び方法 

実験では，Ar ガス(10 L/min)を用いた大気圧

非平衡放電マイクロ波プラズマジェット

(ADTEC Co., Ltd.製)により，プラズマノズルと

水溶性有機溶媒の距離(5.0 mm)を保ち，プラズ

マ照射を行った。水溶性有機溶媒にはメチレン

ブルー水溶液(濃度:5.0×10
-5

 mol)を用いて，分

光光度計 (Shimazu Co.製; Multispec-1500)によ

り吸光率を測定した。 

3. 実験結果及び考察実験結果及び考察実験結果及び考察実験結果及び考察 

 図 1 は，大気圧非平衡放電マイクロ波プラズ

マジェット(プラズマ投入電力:150 W)により

処理したメチレンブルー水溶液の処理時間(1

～6 min)における分光光度計により測定した

吸光率を示す。同図より，波長 660 nm 付近の

ピーク値を抽出して，メチレンブルー水溶液の 
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図 1. 分光光度計による吸光率 

青色から透明色に変化する反応時間における

化学反応を検討することができる。通常，メチ

レンブルー水溶液の変色のメカニズムとして

は，既存の報告も考慮して，大気圧非平衡放電

マイクロ波プラズマ中から放出された

OH(hydroxyl)ラジカルにより，メチレンブルー

分子中の分子構造が破壊されて[1]変色したも

のと考える。 

4. むすびむすびむすびむすび 

 本実験により，Ar ガスを用いた大気圧非平

衡放電マイクロ波プラズマ中から OH ラジカ

ルが生成されることが水溶性有機溶媒のプラ

ズマ照射により確認することができた。 
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